
宮
攀

長

徳
圭

削
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
岩
沼
市
長
岡
字
塚
腰

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
二
月
―
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
岩
沼
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
川
又
隆
央

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

・
礫
石
経
塚

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

長
徳
寺
前
遺
跡
は
、
高
館
丘
陵
よ
り
東
西
方
向
に
派
生
す
る
標
高
三
〇
―
五

〇
ｍ
ほ
ど
の
低
位
丘
陵
で
あ
る
長
岡
丘
陵
南
東
裾
部
に
位
置
す
る
。
二
〇
〇
三

年
二
月
の
下
水
道
管
埋
設
工
事

の
際
に
多
量
の
礫
石
経
が
出
土

し
、
同
年
五
月
を
も
つ
て
遺
跡

地
と
し
て
登
録
し
た
。
礫
石
経

塚
は
二
基
で
あ
る
が
、
上
部
構

造
は
削
平
に
よ
り
不
明
で
あ
る
。

礫
石
経
を
埋
納
し
た
土
坑
の
平

面
形
状
は
、　
一
号
経
塚
が
円
形
、

二
号
経
塚
は
方
形
を
呈
す
る
。

二
基
の
経
塚
と
も
ほ
ぼ
垂
直
に
掘
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
礫
石
経
は
、
二
基

の
経
塚
と
も
掘
り
込
み
の
底
面
に
厚
さ
四
〇
―
六
〇
側
に
わ
た
つ
て
敷
き
詰
め

ら
れ
た
状
態
で
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
直
上
は
有
機
質
の
植
物
遺
体
に
よ
つ
て

覆
わ
れ
て
い
た
。

出
土
し
た
礫
石
経
の
総
数
は
、　
一
号
経
塚
で

一
四
人
九
七
点
、
二
号
経
塚
で

一
一
四
五
二
点
を
数
え
る
。
こ
の
う
ち
肉
眼
で
文
字
が
判
読
で
き
る
礫
石
経
は
、

一
号
経
塚
で

一
〇
〇
八
九
点
、
二
号
経
塚
で
大
三
二
六
点
あ
る
。
両
経
塚
で
の

使
用
文
字
の
相
違
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
異
な
っ
た
経
典
を
写
経
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
木
簡
は
、　
一
号
経
塚
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
出
土
層
位
は

不
明
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
一
之
巻
□
□
之
内
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ＰＮ契
麟
為

ｏＦ

①
は
柾
目
材
で
左
側
縁
は
割
裁
。
右
側
縁
は
切
断
。
写
経
し
た
経
典
名
を
記

し
た
も

の
か
。

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（川
又
隆
央
）

(岩 沼)
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